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身も心もまる裸

北澤博史

自分の国を守ることであるのなら国民の犠牲はつきものである。戦前の大人達は、国の

行いの良し悪しは別として、みんなそういって行動していたようだ。

私が五歳で満小,,1へ連れて行かれた昭和十五年ごろは、戦争のため日本の経済は貧しかっ

たという。戦争に勝って国をよくしよう、そのために、日本は満州を侵略し経済の立て直

しをしようと思いついたらしい。

「満州は日本の生命線」とまで言いきった満鉄の総裁、国策としで満州の大地に行くので

あるからと、軍を信頼し、満）、卜1に憧れた日本国民の声。

昭和十年、康徳二年に辛亥革命を起こした孫文は、腐敗しきっていた消王朝の博｛義を紫

禁城から追放してしまった。博儀さんはそのとき天津に逃れた。その時以来、一般市民の

生活をしていたと聞く。そこへ日本軍が博儀さんを訪ねて、満）｛‘|国を造りませんかという、

願ってもない提案に浦儀さんは同意した。そして紫禁城に戻り、復辟をはたすためでもあ

ったのだが、日本は侵略者でないことを外に宣伝しながら、満小11国を建立し、その全士を

植民地にする思惑があった。

日本は、満）小1国の皇帝に博儀さんを即位させた。博儀は、皇帝とは名ばかり、愧儡政権

のもとで、日本の国策に利用されているだけだった。そればかりか中国は、国民党軍、奉

天軍、蒙古軍、共産党軍などと内戦状態にあり、国民の士気は乱れていた。あるとき日本

の某大学で医学を学んでいた魯迅さんは、中国の映画を見て気づいたという。医者になっ

て一人の病人を治すより、作家になって十億の民の精神の治療の方が大切と考え、国に戻

って文筆活動を始めた話は有名だ。

日本軍部の手による奉天軍の張作森爆殺事件以来、日本軍は信頼を失い、西安にいては、

蒋介石の軍門に降った張作蹂の子息、張学良が蒋介石を軟禁、反乱を起こした。それを知

った共産党の周恩来が西安に飛んだ。西安事件である。周恩来は張学良を説得し、お互い

に内戦を止めて、国家統一のため、日本軍と戦うことになる。抗H戦である。

日本は、治安の悪い中国東北部・満朴Iへ食糧増産、祖国防衛といって、武装開拓移民を

送り込んで行った。農地は現地農民のものを奪い、地主を小作人として雇い入れた開拓地

もあった。私が物心のついたころ、中国人は米を食べない民族だと思っていた。そんなあ

る日、父に向かって、「お父さん、中国人って人間？」と聞くと、「そうだよ、立派な国の

民族だよ」と言った。どこの国の民族なんだろうかと、わからないことが多かった。

昭和十九年、私は小学校四年生だった。上には高等科一年生と小学校五年生の二人の姉

に、下には一年生と、五歳と二歳の弟三人の六人姉弟だった。母はこの年の秋になって、

体調が悪くなり、四キロほど離れている学校近くの診療所に入院することになった。

母のいない家は、急に暗くて佗びしげな村の一軒家だと周囲の人から見られるようにな

り、同情の言葉も聞かされるようになっていくのが辛かった。

そのころの学校の授業時といえば軍歌ばかりで、団員の出征を見送るたびに、学童に涙

の絶える日はなかった。
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昭和二十年の四月、野原には青草の芽が一面目立つようになり、ナズナ、ミツバなどの

摘み草の季節がやってきた。母は一目、澄みきった春の景色を眺めたかったと思ったよう

だが、願いもむなしく三十四歳でこの世を去ってしまった。さぞかし無念だったと思う。

野良仕事の経験もなかったが、満州に行けば王道の道がひらけると思ったのだ。

戦況の悪化とともに兵役年齢が十五歳以上、四十五歳となった。父にも赤紙が来るので

はないか。六人の子供を見つめ、不安な日々を過ごしているうち、七月に赤紙の召集令状

がきた。軍では厳しい掟を守らなければならない。

開拓移民には、主婦、老人、子供たちでは役に立たない戦場の予感がしてきたのである。

ソ満国境周辺に配置されている開拓民に対して、満朴Iはお前たちが守れと言われ、留守家

族の主婦には、国防婦人会なるものを結成し、竹槍の訓練が強要されるようになった。

八月になった。ソ連軍が攻めてくるから村から避難することになった、と親戚のおばさ

んが言ってきた。戦争に敗けたとは言わなかった。

戦争が終わって、わたくしたちが内地に帰る日がやってきた。戦地に行った父も帰って

くるかも知れない。姉弟は期待して待っていた。

翌朝、村を出るため道路に出て学校の方を見ると、すごい勢いで火の手が上がっている

のが見えた。電話も通じない。人のざわめき声が聞こえて来た。団全員は集合場所へ急い

だ。・

襲撃、略奪、自殺者が出る。開拓団の本部や学校の男子職員はソ連に連行されたらしい。

難民となって一週間も経たないうちに、大人達の態度が豹変していくのを見た。頼りにし

ていたおばさんも行方不明になってしまった。戦争に負けたということは国籍のない民族

になったことになる。

日本に帰るため、ある団はハルヒ°ンをめざし、われわれの団は関東軍の駐屯地のある松

花江をめざして歩き始めた。途中、山へ避難し、自決した団員も二百名を超える。

神国と教えられたH本人の姿は無惨にも地獄に落ちたのだ。五族協和、日、満、蒙、朝、

漢とはいったいどこから出た話だったのか、五十六種族も民族を持っている中国である。

五族でさえ抗日の案内役をつとめた、最悪の敵に変貌した。何がそうさせたのか。武力

によって奪った農地だからである。方正県にある松花江に引き揚げ船が来るかもしれない。

軍が守ってくれるかも知れない。難民の願いは軍部にとどくどころか、裏切られていたの

に気づくべきだったが、どうにもならない。飢餓と伝染病におかされて死んで行くだけ。

生き恥をさらすな、お国のために死んで行くのは国民の美徳だと思わされていたが、収容

所の難民は、生きて祖国に帰りたいという望みを捨てきれず、満小11全士から集まってきた。

十月になった。蝉のように黒く痩せ細った弟が死んだときは、ーメートルほど地面を掘

って筵を掛けて埋葬できたが、その後は、予め予想した死者のためにと、相当広くて深い

埋葬用の穴がニカ所用意された。みんな夏服のままだった。厳しい寒さの中、死体は積み

重なり、おまけに身ぐるみはがされ、雪吹雪にさらされたままとなった。収容者八千名、

死者五千名と中和鎮の文集に記されている。

それから十数年後、中国人民政府によって罪のない開拓移民家族の慰霊碑が建立された。

これは日本残留婦人の願いでもあった。加害者の墓を被害者の国に守らせている。私はこ

の事実を13本国民に知ってもらうためにこの手記を書いた。
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<ハルヒ°ン便り>

アメリカ留学生と養母と

石金楷

(1)養母チームが訪日の予定

春節のあとに行われた 20 1 0年第 1回例会で、残留孤児の養母・李叔蘭がまた日本へ

旅行したいという希望をのべました。連絡会では、まだ未確定ですが、この養母の晩年の

希望を叶えてあげるため、 5月末もしくは6月初めに「養母訪日チーム」（自費）を編成し

て、日本へ訪問する予定です。メンバーは養父母、孤児、残留婦人の子供、連絡会の責任

者という構成です。日程は 1週間、東京で2H、千葉県で 1日、友好交流を行いたい。そ

の外、東京周辺の観光を考えています。再会の日を待っています。

(2)王主任が山浦千草さんを接待

2月10日から 11日まで、私は方正

県に調査に来ている日本人女性・山浦千

草さん（アメリカの大学院博士課程に留

学中）を連れて方正県政府外事弁公室を

訪ねた。王偉新主任と李宝元副主任の暖

かい接待を受け、日本から肉親を訪ねて

きている人とも交流を行った。中 H友好

園林を見学した時は、ちょうど降ったば

かりの大雪の中で、友好園林全体が一面

の銀世界、とても厳粛な気持ちにさせら

れた。写真を撮ったので送ります。 3月

2日、山浦千草さんが、丹東市から戻っ

てこられ、 3月3日から 2ヶ月間、方正

県で調査研究をしたいということです。

銀世界の中の方正日本人公墓

(3)吉岡稔先生と・・・

2月23日、ハルピン医科大学第2病院に入院中の千維漠先生を見舞いました。克山病

（黒竜江省克山県の風土病）の権威（ハルヒ゜ン医科大学の終身名誉校長）で、 1 9 9 1年

から、日本の著名な糖尿病の専門家・吉岡稔先生（千葉県在住）とともに、連続 10余年

東北地区の検査や、残留孤児、養父付の健康診断を行ってこられました。 88歳の干先生

は5年前に脳出血で倒れられ、国内の著名な専門家らの治療を受けましたが、自分で体を

動かすことも言薬を発することもできず、飲食も鼻から入れる、という状態です。 53歳

の長男が日本から帰国、昼は日本語を教え、夜は父親を介護するという毎日を過ごしてい

ますが、養父母や日本の友人、吉岡稔先生、秋菓二郎さんに感謝を伝えてくれるよう頼ま

れました。

（奥村正雄訳）

（せき・きんかい：ハルヒ ン゚養父栂連絡会事務局長）
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収集されていない元満洲開拓団員の遺骨

宮下春男

満州開拓団員のソ連軍侵攻戦争による犠牲者

「満洲国」に国策として送り込まれた農業開拓団は、計画では昭和 20(1945)年時点で

総数約 1200団、約 32万人の規模であるが、実際に送り出されたのは約 27万人程度と言わ

れている。「満洲開拓史」（昭和 41年刊、同史刊行会）によれば、昭和 25(1950)年 10月

に外務省が各県と開拓民自典会県支部を通じて調査した、 20年8月9日ソ連軍侵攻から 21

年 12月25Hまでに甜應島（ころとう）経由遣送終了までの在籍者は 241,160名であった

が、約 10％の調査未了の開拓団があったという。

その後に判明した資料や昭和 28(1953)年の集団帰国者等調査から、昭和 31(1956) 

年時点では満洲開拓団在籍者27万人、開戦時応召者47千名、開戦時在団者223千名とし

ている。また開拓民の死亡者は 78,500人で戦闘又は自決によるもの 11,520人、病死等

66,980人で、敗戦時の在満邦人は約 155万人（関東州在住 25万人を含む）のうち開拓民

関係は 27ガ人 (17%）、敗戦による邦人死亡者は全満で 17万6千人に上がるが、開拓民の

死亡者は約 8万人であり、在満邦人の 17％に過ぎない開拓民がその犠牲において約 45％を

占めていることは、敗戦後において開拓団関係者が如何に悲惨な条件の下に置かれていた

かを物語るものであると記述している（同書p437)。

筆者が「満洲開拓史」等の記述から整理した遭難記録を付表に掲げるが 8月 9日から始

まり 10月下旬に至るまで、開拓団現地で或いは避難途上の各地で襲撃を受けて我国の歴史

の前例にない苦しみの中で団員・家族が死亡させられた。その数字は 12千人を超えている。

避難時の開拓団の遭難状況をいち早く纏めて公刊されたのは本年 1月に亡くなられた角

田房子さんの「墓標なき八万の死者一満蒙開拓団の壊滅」（昭和 42年 11月刊、昭和 51年

3月中公文庫）ではなかろうか。旧東安省密山県入植の第五次黒台信濃村開拓団（長野県送

出）の事跡をベースに 10数団に上る開拓団避難の行程を描き、特に旧東安省宝清県入植の 7

個の開拓団に係る「佐渡団跡事件」、吉林省松原市扶余県の五家姑来民村開拓団の集団自決

や旧黒河省孫克県の大青森開拓団（青森、五戸、尾J::団の総合名称）が北緯48度、東経 128

度という興安嶺山中に残置し結果として遺棄された 90数人(106人）のことども、さらに方

正収容所や山本滋照師に加え戦後の状況にも触れられている。

また、単一の開拓団については中村雪子さんの労作である「麻山事件」 (1983年 3月、

草思社）であろう。旧東安省鶏寧県から避難行を続けていた第 4次吟達河開拓団は前後を

ソ連軍に包囲され、斬込隊約 37名を残して団長以下465名が麻山の谷で自決したのである

（その後自決現場から少年、少女 7名が助け出されている）。遭難の詳細は中村さんの労作

を見ていただくとして、この旧吟達河開拓団が昭和 57(1982)年8月に訪中団を組織し団

跡地までは行ったが、麻山は訪問不可であった（この時は中村さんが同行され、それによ

ると豪雨による道路不通が理由とか）。 58(1983)年の第2次訪中団がようやく麻山を訪ね

ることが出来たが時間は 30分に限定、写真撮影不可という条件であった。現地は潅木が生

茂り、普通の野山と変わらない状況だったが、草を掻き分け士を手で掘ると白骨が出てく

る、なんと哀れなことかと皆が声を出して泣いた。 59(1984)年 10月の第 3次訪中時に
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は中国側で 3箇所の遺骨を収集してくれており、それを受け取り棺に納め鶏西市火葬場で

灰にして骨箱 2つに納め、喰達河共同募地用と方正分とに分けたと訪中された元団員の納

富善蔵氏が書いている（平和の礎、第 5巻 （財）平和祈念特別基金刊）。

中国唯一の日本人公墓

ハルピン市方正県には「方正地区H本人公塵」と亜んで「麻山地区H本人公墓」が建立

されていることは衆知のことであり、毎年日本から多くの参拝団が訪れている。また本誌

「星火方正」誌はこの公墓維持のために活動し発行されていると承知している。この方正地

区日本人公墓は 1964(S 39)年 10月に建立されたが、建立の経緯は松田ちえという残留

婦人の熱意と行動があり、それを受けた中国政府が、日本側からの働きかけでなく、自主

的に建立したものであり、この一帯は中日友好園林として柵で囲われ維持管理されている。

「麻山地区日本人公墓」建立の由来については『風雪に耐えた「中国の日本人公墓」ハ

ルビン市方正県物語』（平成 15(2003)年4月発行、（松東洋医学舎）に奥村正雄氏が公墓建立の

経緯を詳細に書かれており、王鳳山編著の文献引用として「1984(S 59)年9月 18日に至

って日本側が省（黒竜江省）外事弁公室領事部と語り鶏西市麻山西側に在った 530体の日本

開拓民の遺骨を方正地区日本人公墓に移葬し、別に「麻山地区H本人公絡」を建て、同じ規

格で石碑も建てられた。 1984(S 59)年 10月 19H、日本国喰達河友好訪中団一行 31名

は、団長石山博一、顧間金丸千尋引率の下に方正県の『中国の日本人公墓』に来て「麻山地

区日本人公墓」の遺骨に対し慰霊祭式典を厳修した」とある。麻山地区の遺骨収集について

は金丸氏の尽力で実現したものとあるから、或いは王氏のいう“日本側”とは金丸氏側だ

ったのだろうか。なお、金丸氏については前掲「風雪に耐えた．．．」に詳述されている。

「方正地区日本人公墓」は、昭和 20(1945)年8月9H以降に各地から避難して方正県

に辿り着き収容所に収容されてから、この地で病死した約 5千名の遺骨を弔ったものであ

り、一方、「麻山地区日本人公躾」は避難する途上の鶏西市麻山の谷で遭難自決した吟達河

開拓団の犠牲者約 5百名の遺骨を収集してこの地に弔ったものである。そしてこれが中国

に存在する唯一といわれる二つの日本人公墓なのである。ある意味でば満洲開拓団員とそ

の家族（以下団員）の亡くなった約 8万人及びその中で避難中に亡くなった約 13千人を代

表した公墓が同じ場所に建立されているとも言え、中国政府の配慮を感じる。或いは慰霊

の象徴としてと書くべきであろうか。この中には一般邦人も含まれている筈だが、殆どが

開拓団員なので、開拓団として話をすすめる。象徴とはいえ筆者の心には 8万人の中の 5

千人、 13千人の中の 5百人という数字が渦巻いていて、 トゲが刺さったように胸が痛むの

である。そのトゲとはソ連軍侵攻を知り、退避するか或いは永住の地と決めた場所で死別

するか、または避難すると決めて始めた避難途上で犠牲となった 13千人の人々、付表に示

すように多くの場所で、後に‘‘佐渡団跡事件”、“宝清事件'’、“韓家事件’'等と名づけられ

たように多くの犠牲者をだした開拓団も少なくはない。これら犠牲者の遺骨はどうなって

いるのだろうかという思いが、胸がトゲに刺されたように感じるのである。

日中国交正常化後の遺骨帰還と慰霊参拝

昭和 47(1972)年9月の日中国交正常化により、この日以後に訪中した元開拓団員のな

かで遺骨収集に係る最も早く訪中されたのは次に述べる旧三江省樺川県に入植の第 13次日



����

高見開拓団団長武藤竜三氏であろう。それ以後には多くの訪中団が旧満洲の地を訪れてい

ることがうかがえる。吉林省舒蘭県（現市）に入植していた集合 1次水曲柳開拓団（長野

県送出）は昭和 61(1986)年8月に募参団が訪中し団跡を訪れたら、かつての墓地は畑に

なっていたという（平和の礎、 IX)。旧竜江省富裕県に入植していた第 8次亜州白山郷開拓

団（石川県送出）が平成 7(1995)年に訪中した時、現地に「日中友誼記念碑」を建立し

たことが報告されている。が遺骨を収集したか或いは遺骨収集目的で訪中したとの報告は

日高見開拓団を除いては見当たらない。犠牲者を出された元開拓団はどのようにされてい

るのだろうか。不勉強ながら気になるところである。蛇足だが、戦後に開拓団関係者とし

て最も早く訪中されたのは昭和 39(1964)年秋に日本の仏教会代表団の一員として、中国

人捕虜の遺骨62柱を中国に届けた山本慈昭師だったのではなかろうか。

戦後、政府ベースで主として戦没軍人を目的に太平洋諸島、ミャンマ(I日ビルマ）、インド、

タイ、モンゴル、ソ連等へは遺骨収集団が派遣されて遺骨収集を行ったことが報告されて

いる。「引揚と援護の歩み 30年」（昭和 52年 10月、厚生省）によれば、「旧満洲地区での

死亡者約 25万名については、中国紅十字会等によって収集保管されていた日本人遺骨899

柱が昭和48(1973)年6月に政府民間合同の遺骨送還訪中団によって日本に持ち帰られた。

中国側は、これをもって遺骨の間題は終わったとしているが、政府としては残余の遺骨の

問題を解決するため、中国の国民感情等の背景も十分考慮し、慎重に対処する必要がある

と考えているところである」 (p315)。と書かれている。

この 899柱の遺骨が返還された背景は、合田一道氏の著書「死の逃避行一満小什開拓団 27

万人」によれば、旧三江省樺川県に第 13次入植の日高見開拓団団長の武藤竜三氏が同団・

秋の宮部落員 41名が自決した遺骨を収集したいと昭和 23年以降、「日本政府、中国政府、

日本赤十字社、中国紅十字会などに嘆願書を出し続けた。このことが中国紅十字会会長李

徳全女史の目に留まり、遺骨を収集したい旨の返事が届いた。そして昭和 41年 11月、日

中友好協会（正統）本部の訪中団に武藤氏が遺族代表として同行することが決まり、つい

に夢が実現すると喜んだのも束の間、中国の文化大革命の嵐にぶつかり延期になってしま

った。こうして時は無為に過ぎていったが、昭和 47年秋、田中角栄総理の訪中でようやく

国交の道は開かれ、翌年 6月、念願の中国の七を踏むことが出来たのである。残念ながら

現地の元開拓地まで行くことは許されなかったが、妻子をはじめ開拓団家族の遺骨、そし

て軍人、一般邦人も合わせて 899柱の遺骨が訪中団の手に渡され、武藤さんはうち 41人の

遺骨の入った白木の箱をしつかりと抱くことができたのだった。この時のことを武藤さん

は感慨をこめて次のように語った。『自決した 41人は現地の人達が手厚く埋葬してくれて

いたのです。私達開拓団は心から現地の人達と打ち解けて生活していました。それでああ

した集団自決に追い込まれた後、現地人が哀れんで冥福を祈ってくれたのです。李徳全女

史のはからいで遺骨は発掘され引き取ることが出来ましたが、あちらの人達は、埋葬して

いた場所は永久に保存し、供養を続け、それを変わらぬ友情の証にしたいので、武藤には

心配しないように伝えてくださいと言ってきたのです。 30年も経ってなお変わらぬ情けに、

返すお礼の言葉もありません』（同書383頁～386頁）。 H高見開拓団の遺骨と同時に1日浜江

省木蘭県入植の長野東開拓団 260人の遺骨が返還され、長野県佐久郡臼田町に声なき帰還

をし、遺族全員で分骨したという。これも当時義勇隊開拓団員で現在中国人民解放軍にい

る浅川栄さんが、敗戦の混乱期にここを通りがかり開拓団が死滅しているのを目撃、後に
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中国政府に申し出て埋葬したものである。このほか遺体に氏名が残っていた吉林省敦化県

の群馬開拓団員の 4名の遺骨も同時に返還されたという（同書386頁）。

余分なことだが、旧浜江省木蘭県は主として長野県からの人植者が多いが長野東開拓団

名は見当たらない。一方「長野県満小什開拓史、各団編」によれば「昭和 48年6月に中国か

ら27年ぶりに故国に遺骨が帰ってきた。河野開拓団 (I日新京特別市） 73柱も含まれており」

(262頁）とあり、先の文と一致しないが、このことは本題ではない。厚生省の担当課長の

コラムにも「遺骨 899柱は日中国交正常化前に日本の民間団体や個人が中国紅十字会に書

信を送り調査、発掘を依頼していたものである。（中略）日本人遺骨は派遣団が帰国する日

に北京空港の貴賓室で引き渡された。遺骨は 27箱に分けられて白布に覆われ、墨で発見場

所と柱数が書かれていた。引渡し式終了後に簡素な慰霊法要をしたいという希望が、再三

の交渉の結果中国側から認められたので、帰国便の日航機に頼んで線香や生花を運んでも

らった。慰霊法要は帰国直前、簡素に行われたが、式場の貴賓室一杯になっかしい線香の

煙が漂い、 899柱の遺骨にとっては実に 30年ぶりの日本の香りであった」（援護五十年史。

p354)。と合田氏の著書を裏付けている。なお、返還された遺骨 899柱は厚生省が主催し

て昭和 48年6月28日厚生省の講堂で「中国死没者追悼式」が行われたという。

友好訪中団という慰霊巡拝団

「援護五十年史」（平成9年3月、厚労省）によれば、『国交正常化以降、外交ルートを通

じ中国政府に対して遺骨収集の実施について申し入れたが、中国側は「過去の苦い歴史を思

い出させる遺骨収集は行わないほうが良い」との基本姿勢を示した。しかしながら関係遺族

等の強い要望があることから昭和54(1979)年12月に訪中した大平正芳総理から華国鋒主席

に慰霊行事の実現を要請した。華主席からの原則同意の回答を得て、慰霊巡拝の実施が可

能となった。その後の事務的折衝で慰霊巡拝団の名称を「東北地区死没者遺族友好訪中団」、

訪問先を藩陽（旧奉天）、長春（旧新京）及び吟爾浜（はるびん）とし、また慰霊巡拝団は中国

の国民感情等を配慮し、屋外における慰霊行事等は一切行わないことを前提に実施するこ

ととなった。これにより野呂恭一厚生大臣が団長となり、政府職員 7人、遺族代表 51人が

参加して昭和 55(1980)年4月30日から 5月9日までの間、中国東北部の 3都市にある旧

13本人募地や収容所跡等を巡拝し、中国側との申合せのとおり、現地追悼式はいずれもホ

テルの会議室で行い、屋外での追悼行事は一切行わなかった。また、合同追悼式は 4月30

日に北京の日本大使館内で行った。なお、翌昭和 56(1981)年からは、関係遺族により巡拝

団の名称を「中国東北地区友好訪中団」として毎年各地の慰憲巡拝を行っている』 (p371)と

記述している。慰霊巡拝の実施に際して担当した厚生省援護局の課長はコラムで次のよう

に述べている「実施に当たっての中国側の条件は、日本政府主催の行事としては今回限り

であること、訪問先、慰霊行事の制限（内容は上述のため略）。東北地区 3都市における遺

跡の訪問先については、日本側から 22箇所の資料を中国側に渡して現況調査を依頼してい

たが、中国側は驚くべき努力によってこれらの全てを発見し、私もこの 22箇所を巡回して

確認した。「東北地区死没者遺族友好訪中団」と命名された慰霊巡拝団は、昭和 55年 4月

30日訪中したが、中国側のこの行事の成功を願う熱意が随所に感じられ、訪中遺族の感激

するところとなった」（同p372)。3都市の区域内とはいえ 22箇所の遺跡とは何処だった

のだろうか、詳細な説明がない。また「援護五十年史」は平成9年に発行されているが遺

骨収集については「30年史」を超える記述はない。県レベルで組織された訪中団では遺骨
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収集まではできないのではなかろうか。また、上述の元吟達河開拓団員の訪中団はこのよ

うな経緯から組織されたのだろうか。

開拓団と関東軍

満洲開拓団は実質には関東軍の士着の輻重兵の役割と地域の治安対策を負わされていた。

昭和 13(1938)年 12月に関東軍が「国境方面における国防的建設に関する事項」を策定

したが、その国防目的に沿うために満洲国政府によって、開拓団の配置を「開拓第一線地

帯」、「開拓第二線地帯」及び「開拓第三線地帯」に区分けし、開拓団員をそれぞれ 40%、

50％及び 10％の比率で人植させ、小銃などで武装させるなど、意図的に配置・人植させられ

ていたのである。

開拓第一線地帯の開拓団の役割は、国境第一線の軍隊に対する兵姑基地、労力、軍馬、

兵力の給源、宿泊拠点であり、その地域は間島、牡丹江、東安、三江、黒河、興安北及び

輿安南の各省（旧地名）を指していた。特に昭和 16年からは 3年間の訓練期間を終えた義

勇隊開拓団（義開）はこれら国境地帯に多く配置されていた。義開も含めた開拓団員は入

植早々から厳しい条件の中で食糧、野菜供出や馬料の提供を行っていた。昭和 20年に入る

と青壮年団員を「根こそぎ動員」召集し、団には老人と婦女子のみにしたのである。

その関東軍は昭和 20(1945)年 1月には陸軍総参謀本部と協議の上、ソ連が侵攻した場

合には新京ー大連、新京ー図佃を結ぶ三角帯の南満の地（全満の五分の一以下の面積）を

確保し、総司令部や軍を通化市及び三角帯の中に移して抵抗する作戦を定めていた。その

ため 3月からは国境近くにある各軍司令部を軒並み後退させていたが、これらの動向は「企

図秘匿」と称して一切極秘だった。こうして辺境の開拓団員と家族は何も知らされず、見

捨てられ、置去りにされていた。 8月9日ソ連軍が侵攻を開始するとさらに陸軍総参謀本部

からは 10日に、朝鮮半島を守れ（満洲の地を棄てる）との命令が出されていた。関東軍も

戦争が始まっている最中の 10日には各地前線の部隊に後退を命令していた。

遺骨は避難途上に散乱したままなのでは？

「満洲国史」（昭和45年6月、同編纂刊行会）によれば、満洲国開拓総局が昭和 20年4

月以降に考慮していた開拓団に対する非常措置には次の各事項が含まれていたという。 (1)

北満辺境の開拓団を浜緩線（ハルピン～緩芥河）以南に移す。（2)応召留守家族を（開拓）

団本部に集結させる。 (3)8月末までに僻地の地にある開拓団を併合集結させる。（4)団

長を始め幹部の招集免除を関東軍に要請する。というものだが、これが成案になって各地

へ連絡されたのは 7月末で、末端の開拓団にまでは連絡されなかった（各論編p841)。結

局何の措置もしなかったのである。そのため実際に犠牲者が最も多いのは、永住の地と決

心し故郷での上地や財産を処分して、これら第一線地帯と称された北満の国境方面に入植

させられた開拓団員とその家族及び辺境の一般邦人だったのである。

昭和 20年8月9日、思いもよらないソ連軍侵攻に直面した多くの開拓団は退避する都市

をめざして“南下”したが、表に見るように避難途上の多くの地で犠牲となった。個別の

団名を挙げては失礼と思うのだが、大青森開拓団の輿安嶺山中で残置し結果として遺棄さ

れた 106名の方々の遺骨はどうなったのだろうか。他の地区を含め避難途上でなくなった

方々の遺骨収集はその後、進展したのだろうか。遺骨収集団が1H満洲各地を巡ったとは聞
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いていないと息っていたが、少なくとも政府ベースでは行われていないことが、これまで

辿べたことから判明したように思う。元開拓団員が側々に行い得たかどうかし大部力が野

ざらしで白骨となり、 七に帰ってしヽったのだろうか。 しかも満沙11開拓団にはもっと大きな

間題、中国残閉孤児・残留婦人の解決すべき間題が現在に令っている。

本年 (2010年） 3月 15日付け朝日新聞朝刊の声欄に「親枯て、了捨てた満小1、I避難行」と

題した新氾県の 80歳の元軍人の力の声が載っており引用させてもらう、「敗戦でソ連軍捕

虜となった。ハルビンから無蓋貨車で牡丹江へ送られる途中、横道河子で下ろされ後は徒

歩で向かった。峠の途中まで来ると、草履に浴衣の薄着、髪ぼうぼうの盲日の老婆が座っ

ていた。声をかけると「ここで死なせて」と繰り返す。「死ぬ覚悟なら大勢にみとられて逝

きなさい、車に乗せていくから」と説得するが聞かない。郷甲の祖母の姿を重ね、尚説得

するも、ソ連兵のダワイダワイ（早く行け）の銃口には勝てず、膝の日こ携行食を僅いて

別れた。しばらくして 5歳くらいの坊やが「お母さん、お母さん」と泣き叫んでいるのに

出会った。輻重車に乗せ金平糖を与えて泣きやませ、 2キロほど行くと「お母さん」と叫ぶ。

見ると若い婦人か無ー物で呆然と歩いている。携行食を与えて婦人に坊やを引渡した。戦

争はむごい。一日で親捨て、＋捨てを目撃しようとは」。この事件は著者がソ連軍の捕虜で

あるからにはどんなに早くとも 8月 19日以降の事柄である。ソ連軍が占領した後でまだこ

のような避難が続けられていたのだ。同時に通過時に遭遇し、過ぎ去って 65年にもなろう

とする時の記憶が鮮剛に浮かぶほどの悲惨な状況だったことに思いを致し胸が痛む。

満洲開拓団に関して、本文では遺骨間題にのみ触れたが、“中国残留孤児・残留婦人、養

父母”等のことは現在も継続されている大きな問題なのである。ごれらの問題が解決され

なければ満洲開拓団に関して戦争が終わったとは言えない。角田房子さんは昭和 42年に本

のあとがきで『「戦争が終わった」というけ葉力ゞ通年化して久しい今ごろ、私が満蒙開拓団

の記録を書こうとするのは「戦争は終わっていない」という私の考え方を一つの方法で実

証してみたいと思ったから』と古いておられる。戦後 65年になる今も戦争は終わっていな

い。昭和の戦争で直接戦争に巻き込まれ、大きな犠牲を払ったのは沖縄県民と満朴I開拓団

員ではなかろうか。沖縄は現存も日本全体の 75％を越える米軍基地を抱え、沖縄県民が呻

吟している。 1仕界情勢から見て我国の米軍基地、特に沖縄の基地は早く撤去・縮小されな

ければならないと思う。農民である満洲開拓団は、関東軍と日満両政府に利用された挙句、

今に至るも亡き人の遺骨も充分に収集・処理されず、迎棄された残留孤児、残留婦人間題は

まだ充分には解決されていない。これら全ては解決されなければならない昭和の歴史課題

なのであると筆者は考えている。

付表． 満洲開拓団避難時等の遭難状況一覧

（みやした・はるお： 1936年富山県生まれ。 1943年満蒙開拓団員の家族として渡満、 1953

年帰国。 1994什通商産業省を退職、宝飾業界を経て、現在無職。昨年 (09年8月）「近現

代史の検証と北東アジアの未来を展望する脈」に参加。方正公募を参拝した）
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付表満洲開拓団関係避難時等の遭難状況一覧

月日l 遭難場所 ！ 事由原因

8.9i光開拓団黄泥河子部落 iソ連軍攻撃
8.9！牡丹江省東寧河沿満鹿溝弾薬庫等i小銃、手櫂弾等による自決
8.10！東安省東安駅

8.101東安省虎林県山中

8.10i牡丹江省綴陽県八道橋付近

8.11 1東安省鏡河県永楽屯

8.11 i牡丹江省第777部隊郭稜陣地内

8.12 i東安省鶏寧付近

8.12)東安省密山県自団部落

8.12i東安省鶏寧県唸達河

8.12 1東安省宝清県双柳河開拓団

8.13 1東安省鶏寧県麻山

8.13 i東安省鶏寧県麻山

8.13 j東安省鶏寧県麻山
8.13 i東安省宝清街付近

回東安省宝清街付近

8.13匡江省興隆鎮付近

8.13 i三江省依蘭県松花江

8.14)三江省佳木斯松花江

B.14 l三江省福隆駅付近
8.14 i東安省宝清街付近

| 8.14 l竜江省涜南西方12km
8.15！牡丹江省寧安県団現地

8.15 i三江省樺川県団現地

I 

I 

I-

8.15 j三江省樺川県団現地
B.16 l三江省樺川県中川村付近
8.16 l三江省樺川県団現地
8.16！三江省樺川県団現地

8.16 i長春市郊外

8.17 i竜江省涜南県双明子
8.17 i浜江省蘭西県団現地

8.17 i吉林省扶余県団現地

8.17 1吉林省徳恵県団現地

8.17 1浜江省阿城県団現地

8.17！東安省勃利県勃利訓

8.17 1浜江省葺河県団現地

8.17 i浜江省蘭西県呼蘭河

8_．17l三江省富錦山中
8.17 i三江省佳木斯松花江

8.17 l吉林省懐徳県団現地

i火薬爆破く東安駅爆覺事件、 1000名＞

iソ軍侵攻
iソ軍攻撃
！ソ軍戦車攻撃く四合屯事件＞

iソ軍侵攻く東寧郭亮陣地事件＞
i土匪襲撃60、ソ軍攻撃168

l満軍反乱、群馬部落49、霞城部落96
i土匪襲撃
！満警反乱

lソ軍戦車攻撃＜麻山事件＞
iソ軍戦車攻撃、栃木部落約120く同上＞

lソ軍戦車攻撃く同上＞
i満軍反乱＜宝清事件＞
i満軍反乱＜宝清事件＞
l満軍襲撃
i船沈没
i投身（第1隊12、第3隊16)

lソ軍侵攻
i満軍反乱
l‘ノ軍戦車攻撃
！満軍反乱

--~ 

i土匪襲撃（洋攣片約160、中和屯38)
l土匪襲撃
！満軍反乱

！土匪襲撃（宮城部落81)

I土匪襲撃（土佐郷81、東伊予43)
i土匪襲撃
I‘ノ軍威圧、土匪襲撃
i土匪襲撃
i土匪襲撃
I土匪襲撃
i土匪襲撃撲殺2略奪
iソ軍侵攻
iソ軍攻撃（殺害22、井戸へ投身約20)

i暴徒襲撃
l土匪襲撃
i投身
i土匪襲撃、悲観

遭難者（人）

l約10戸
i自決約30
i爆死850

I自決31
！戦死不明約33

！死亡約100

i自決50-70

i自決228

l自決145
！自決60

i戦死40
i自決465

i自決120

l戦死約90
i戦死約150

i戦死120

l戦死不明約60
i溺死40
i自殺28
l戦死不明約193
i戦死不明約17
l戦死52
i自決戦死31
i殺害約198
l戦死自決77
！自決160

i自決100

i殺害85
i自決83
i戦死自決620

i自決299
i自決272

l服毒自決約20
i爆死自決143
i戦死自決30
i殺害自決約42
i投身299
l自決24
i投身12
I自決11

資料；満洲開拓史 p430~432の表、説明文、その他資料を集約

被害団名

i団13光開拓団
i東寧農工河沿満鹿溝
i団6黒咀子（国礎）． 

i団12東寧農工
i緩芥河訓山崎中隊
l義3清渓
l東寧訓練所
i団8黒台信濃村
l団5永安屯
！団13千曲郷

i団10陽栄庄内
i団4陪達河
i団5永安屯
l団13唸達河南郷村
i義2．義5完達嶺
！団7清和

l団12錦星櫛引
i団14平安郷
l団9板子房置賜郷
l義5朝日（柿沼中隊）
i義3五十鈴
i団12防長郷
i蕃4東海浪
i団8公心集読書村
！団8中川村

i団7七虎力
i団2千振村， 
i団8枠木台
！団13石碑嶺河野村

I団13興安東京荏原
l団13高橋郷
l団12来民村
！団13高田(3号部落）

I団9四道河豊村
i団10大主上房
l団7周家営
i団13高橋村
l団12王福巖庄内
i団9板子房置賜郷
l合1山路郷

入植地 l 送出県 備考

！東安省虎林県 l長野石川富山I
i牡丹江東亭県河沿満鹿溝l7都県 l 
i東安省虎林県 i石川・富山 iく東安駅集積弾薬爆破事件＞： ．  

i牡丹江省東寧県 i混成 ・

i牡丹江省鞍陽県 i混成
l東安省饒河県 l静岡
i牡丹江省東寧県 i混成
i東安省＿密山県 i長野
l東安省密山県 l25県
i東安省密山県 l山形
i東安省宝清県 i山形

l避難遅れで襲撃さる

l東安省鶏寧県 I混成
！東安省密山県 )25県

l東安省密山県 l宮城
！東安省虎林県 ！梨岩広 ―--「
！東安省虎林県 i新潟
l三江省富錦県 I山形 i武装解除応じず
l三江省湯原県 i京都
l三江省樺川県 l山形
！三江省羅北県 ！栃木

l救助14名
l義2朝日へ補充入植

！東安省虎林県 ！埼玉三重

l竜江省滉南県 l山口
i牡丹江省寧安県 i長野 i 8. 15~ 18 

！三江省樺川県 ！長野

l三江省樺川県 l埼玉
逗江省樺川県 i混成 i8.1 6~1 7 

i三江省樺川県 l混成
l三江省樺川県 ！愛媛高知徳島l
i長春特別市 i長野
i興安南省西科前旗 i東京
i浜江省蘭西県 i兵庫
！吉林省扶余県 ！熊本

l吉林省徳恵県 l広島
涙江省阿城県 i山梨
i東安省宝清県

―一

i岡山. 
！浜江省葺河県 l埼玉 ・
！浜江省蘭西県 i兵庫
i東安省宝清県 i山形
i三江省樺川県 i山形
l吉林省懐徳県
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月日i 遭難場所 i 事由原因 遭難者（人） i 被害団名 i 入植地 i 送出県 i 備考

8.18 [三江省樺川県団現地 ！土匪襲撃（秋の宮部落41) 自決45 ， iI 団13日高見 i三江省樺川県 I混成
l i宝山開拓団含む8.18)三江省樺川県団現地 ！土匪襲撃 自決381 団9板子房置賜郷 l三江省樺川県 山形

8.18 i三江省通河県団現地 ！ソ軍侵攻、土匪襲撃 自決254 i団8小古洞蓼科 ！三江省通河県 ！長野 i 
8.18)三江省樺川県団現地 i土匪襲撃服毒 自殺41 i団13日高見秋宮部落 l三江省樺川県 l15県混成 l 
8.18 i浜江省賓県団現地 i満軍反乱（全孝村120，今野部落133) ．戦死自決253 i団8大泉子福富 i浜江省賓県 i富山・福井 i全孝村120．今野部落133
8.18 ！東安省勃利県万竜開拓団 ！満軍反乱 ！自決92 i団9索倫河下水内 i東安省宝清県 i長野 i 

---------

8.18)吉林省徳恵県団現地 i土匪襲撃 ！自決31 ！団13松花江高田 ！吉林省徳恵県 l広島 --1 8,18 iハルピン郊外忠霊塔下 iソ軍拉致 i銃殺32 ！団12天理村 i浜江省阿城県 i混成
8.19 1牡丹江省寧安県団現地 i満軍反乱、戦死77、自決247 i戦死自決324 il 団9唸達湾 i牡丹江省寧安県 i秋田

I 8.19 1三江省樺川県大平鎮 i土匪襲撃 i戦死32 団8泰阜村 l三江省樺川県 i長野
8.19 i東安省虎林中猛虎山陣地 ！ソ軍攻撃窒息死 ！窒息死約14 i団13光 i東安省虎林県 ！長富石 i国境最前線団
8.19 i錦州省盤山県団現地 iソ軍戦車攻撃(19N20) i自決51 l団13興倫 ！錦州省盤山県 l鹿児島
8.19i吉林省舒蘭県団現地 i土匪襲撃 i殺害自決38 i団13下金馬河世羅 i吉林省舒蘭県 ！広島

8.19 i吉林省舒蘭県団現地 i土匪襲撃 i自決30 i合1舒蘭十勝 i吉林省舒蘭県 i北海道
8.19 l吉林省舒蘭県団現地 I土匪襲撃 ！自決54 l団4開原城子河 l吉林省舒蘭県 I混成
8.19 i浜江省五常県団現地 i武器提出拒否、襲撃（第1部落員） i自決43 i団9沖河砺波 ！浜江省五常県 i富山
8.20)吉林省盤石県煙筒山

ll土土匪匪襲襲撃撃
i戦死36 i団9駅馬 ！吉林省盤石県 i群馬

-8•20 1浜江省賓県団現地 l戦死自決56 l団12財神寄居 l浜江省賓県 i埼玉
8.20 i興安東省阿栄旗団現地 ！土匪襲撃 ！戦死4 ！団10下興発球磨川 ！興安東省阿栄旗 i熊本
8.20 !北安省北安県農場現地 ！ソ連軍攻撃、 ！戦死6、溺死4 ！二竜山特設農場 l北安省北安県 l長野
8.21 i吉林省樺旬県団現地 i土匪醒撃 i自決36 i団7八道河子 i吉林省樺匈県 i混成
8.21 i三江省通河県団現地 i団全員服毒く小古洞蓼科団事件＞ i死亡約400 i団8小古洞蓼科 i三江省通河県 i長野
8.22i東安省虎林県虎頭要塞 lソ軍侵攻 ！戦死33 i団13虎頭光 l東安省虎林県 l混成
8.22 ¥浜江省葦河県団 i土匪襲撃（戦死13、不明7) i戦死不明20 i義3、義5三道沖河 i浜江省葦河県 i混成
s.22 Iチチハルヘの避難途上 iソ連軍攻撃（ジンギスカン3、豊秋3、他3) i戦死9 i義2成吉思汗、義2豊秋 i興安東布特唸旗 i混成 甘南道路をチチハルヘ

8.23 j三江省樺川県弥栄団山中 i土匪襲撃 I自決29 l団12王福巌庄内 l東安省宝清県 l山形 l 
8.23 j北安省綴稜県団現地 i土匪襲撃 i戦死18 i団13堺郷 i北安省緩稜県 ！大阪 i 
8.24i三江省依蘭県大平鎮 lソ軍侵攻（戦死44) i戦死自決73 l団12王福岡庄内 ！東安省宝清県 l山形 l 
8.24 j北安省克東県団現地 i土匪襲撃（長岡部落長以下12) i自決12 i団13前橋郷 i北安省克東県 i群馬 i 
8.25i北安省徳都県団現地 iソ軍侵攻、土匪襲撃（殆ど全滅） ！自決216 ！団9鳳凰 i北安省徳都県 i岐阜 i 
8.25！竜江省涜南街西方20km I‘ノ軍戦車隊攻撃 l戦死自決469 l団12興安仏立 I興安南省西科前旗 l東京 l 
8.26 i吉林省敦化県団付近 i土匪襲撃 ！戦死者7 ！義1，義5日高 i吉林省敦化県 ！混成 i 

―̀`・ 

8.27 j東安省勃利県佐渡開拓団 iソ軍攻撃＜佐葦開拓団躊事件＞ i戦死420 i団9万金山高社郷 i東安省宝清県 i長野 i全体戦死1464名
8.27 ！東安省勃利県佐渡開拓団 Iソ軍攻撃＜佐濃開拓団跡事件＞ l戦死294 l団9尖山更科郷 i東安省宝清県 l長野 ：ソ連軍不時着機焼却の報復
.-8-:27 i東安省勃利県佐渡開拓団 iソ軍攻撃く同上＞ ！戦死212 i団10東索倫埴科郷 ！東安省宝清県 i長野
8.27 !東安省勃利県佐渡開拓団 iソ軍攻撃く同上＞ l戦死100 l団12東横林南信濃 l東安省宝清県 ！長野
8.27！東安省勃利県佐渡開拓団 iソ軍攻撃く同上＞ i戦死43 i団12南唸鳴笠間 i東安省宝清県 i茨城
8.27 i東安省勃利県佐渡開拓団 ！ソ軍攻撃く同上＞ ！戦死24 ！団13北吟嘱阿知郷 ！東安省宝清県 ！長野

8.27)東安省勃利県佐渡開拓団 ！ソ軍攻撃く同上＞ ！戦死371 l団7清和 ！東安省虎林県 l混成
8.27 i竜江省富裕県団現地 i土匪襲撃、学校に入り放火自決 i自決356 i団8亜州 i竜江省富裕県 i石川
8.27 1竜江省富裕県団現地 i満軍反乱． i； i 自決120 il 団8班代 i竜江省富裕県 i石川
8.27)北安省嫌江県団現地 iソ軍侵攻 自決15 義2弥千代 i北安省嫌江県 l混成

---- ---

回浜江省延寿県団現地 ！土匪襲撃 ！自決66 ！団10李家小県 i浜江省延寿県 i長野 ．趙砲屯部落全員



�
��

�

3
 月日！ 遭難場所 事由原因 i 遭難者（人） i 被害団名 ・： ： 入植地 ： 送出県 i 備考

8中旬i吉林省舒蘭県小城子団現地 i終戦悲報による自決 I自決18 l合3郡上 ！吉林省舒蘭県 i岐阜 l日時不明、 15日～20日の間
8下旬i浜江省五常県団現地 i襲撃 I犠牲30 i団11沙河子仙台 ！浜江省五常県 l宮城 l日時不明
9.2i北安省綬稜県団現地 i土匪襲撃 i戦死21 i団6黒馬劉四国村 i北安省綴稜県 i四国4県 ＿ i 
9.3 I北安省小興安嶺山中 l老幼病弱者残置（東経128度、北緯48度の山屯残置106（死亡） l団12大青森（青森、五戸、尾上汁黒河省孫克県 l青森 I興安嶺山脈
9.4i浜江省延寿県団現地裏山 i前途悲観 ！自決126 i団7中和鎮信濃村 ！浜江省延寿県 i長野 i残留2及び3区団員
9.5i竜江省訥河県団現地 iソ軍侵攻、男子拉致による悲観 i自決約40― i団8下学田 i竜江省訥河県 i福島 i婦女子
9.5！浜江省木蘭県団現地 l‘ノ軍戦車攻撃(9.5..9.20)-j自決51 l団10歓喜佐久 l浜江省木蘭県 l長野
9.5 l吉林省磐石県団現地 i土匪襲撃 i自決16 i団8興隆川東京 i吉林省磐石県 i東京
9.6i浜江省延寿県団現地 ！紅槍匪襲撃(8.24及び9.6) ！戦死自決149 ！団11長発大塔 ！浜江省延寿県 ！奈良

9.6i東安省山市付近 iソ軍と交戦（戦死16) i戦死不明23 I義4越佐（忠信） i東安省密山県 i新潟
9.10i北安省慶安県韓家開拓団地 i土匪襲撃（戦死自決約160)＜韓家事件＞ i戦死自決約160___ 7団8韓家外7団 ！北安省慶安県 ！宮城•他 ！韓家団に集結中、 10日～11日
9.10 I北安省慶安県韓家開拓団 ！韓家事件内訳 I（団7安拝70、団8韓家4、団8横泰23、団8青葉4、団9衛羊4、義1臥竜5、養3山前3、その他）
9.11 l北安省海倫県団現地 i土匪襲撃（戦死22、遭難児童8、) ！戦死等30 i団6群馬村 i北安省海倫県 l群馬
9.12 l興安南省ザライトク旗 i満軍反乱 i戦死5 ！義5東宝拉根（五州） i興安南省ザライトク旗 ！兵庫
9.12 i吉林省舒蘭県団現地 i土匪襲撃 l戦死自決20 I団8大日向 ！吉林省舒蘭県 i長野
9.14 l吉林省舒蘭県団現地 i土匪襲撃 i殺害自決30 ！合1,合3平安高知 i吉林省舒蘭県 i高知
9.16)吉林省磐石県団現地 i暴徒襲撃略奪 ！犠牲死不明16 ！団9報馬村 l吉林省磐石県 l群馬
9.17 i北安省克東県団付近 l土匪襲撃 i殺害31 I団13積翠 l北安省克東県 ！岐阜

9.11 l北安省縦稜県団現地 i土匪襲撃 i自決495 l団3瑞穂村 i北安省鞍稜県 i混成
9.18 lハルピン郊外忠霊塔下 l‘ノ軍拉致 l銃殺33 l合1天理村 l浜江省阿城県 l混成
9.26 i遼寧省興京県団現地 i土匪襲撃 i自決20 i団10湾旬富士 i遼寧省興京県 ！静岡

9.301北安省克山県団現地 i土匪襲撃 i自決31 i団9劉大櫃芙蓉郷 i北安省克山県 i長野
10.2I三江省通河県団現地 I土匪襲撃 ！自決31 I団8張家屯信濃村 I三江省通河県 i長野
10.24！興安東省阿栄旗天草団現地 i土匪襲撃(10.24~30の間） 丁死亡5負傷3 ！団10大平溝富貴原 i興安東省阿栄旗 i長野

l説明 1 ：地名は旧満洲国の表示であり事由原因等は原文の表現をそのまま用いた。事由•原因は簡略化の為、筆者が要約したものであり文責は筆者にある。
！説明2：団1~14は入植年次を示し、団1は第1次で昭和7年入植、以下第2次入植は昭和8年であり第14次は昭和20年入植である。
［説明3；合1は集合第1次入植の団で集合団は昭和15年が第1次、義1は義勇隊開拓団第1次入植の団であり昭和16年が第1次入植である。
i説明4：土匪の用語はあいまいで、他部落住民等の略奪目的の襲撃に近隣住民も加わり、波状的に繰返し襲撃のケースが多い。暴徒も同様。



�
��

�

残留日本女性 ドラマ 好調

多鶴（右）が老夫婦の次男夫婦と食事する
「小嬢多鶴」の一場面＝大連天歌伝媒提供

「ともに戦争で傷ついた」

葉
ま
塗
蚕
2
0
1
o
i
p
2
J
1
1
9
1
3

【
藩
陽
1
1
大
木
聖
馬
】
第

2

次
大
戦
後
に
中
国
に
残
留
し
た

日
本
人
女
性
の
半
生
を
描
い
た

連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
小
娘

多
鶴
」
（
多
鶴
お
ば
さ
ん
）
が
、

中
国
国
内
で
人
気
を
呼
ん
で
い

る
。
日
本
人
は
、
侵
略
者
と
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
中
、

戦
争
被
害
者
と
し
て
描
か
れ
た

異
色
の
作
品
で
、
ド
ラ
マ
を
通

じ
て
対
日
観
を
変
え
る
視
聴
者

も
多
い
。

ド
ラ
マ
は
、

19歳
の
多
鶴
が

終
戦
直
後
、
黒
竜
江
省
の
開
拓

団
か
ら
日
本
に
引
き
揚
げ
る
途

（
命
）
垂
Hj
蕊
寿
芭
」

中
で
家
族
と
は
ぐ
れ
、
中
国
人

の
老
夫
婦
に
命
を
救
わ
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

多
鶴
は
、
老
夫
婦
に
請
わ
れ
、

日
本
兵
に
追
わ
れ
て
が
け
か
ら

転
落
し
て
子
ど
も
を
産
め
な
く

な
っ
た
老
夫
婦
の
次
男
の
嫁
に

代
わ
り
、

3
人
を
出
産
。
子
ど

も
た
ち
と
は
、
「
お
ば
さ
ん
」

と
し
て
接
す
る
。
日
本
人
で
あ

る
こ
と
を
悶
す
た
め
口
が
き
け

な
い
ふ
り
を
し
、
日
中
は
採
石

場
で
働
き
、
仕
事
の
合
間
に
は

授
乳
で
自
宅
に
戻
る
と
い
っ
た

苦
労
の
日
々
を
送
る
＇
~
と
い

う
筋
書
き
だ
。
日
本
人
開
拓
団

が
自
決
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、

引
き
揚
げ
途
中
で
中
国
人
に
襲

わ
れ
た
り
す
る
場
面
も
盛
り
込

ま
れ
、
老
夫
婦
の
夫
が
「
日
本
人

も
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
て
い
た
の

か
」
と
つ
ぶ
や
く
な
ど
、
日
本
人

に
同
情
的
な
場
面
が
多
い
。

原
作
は
、
米
国
在
住
の
人
気

女
性
作
家
、
厳
歌
苓
さ
ん

(52)

の
同
名
の
小
説
。
日
本
で
の
取

材
を
元
に
2
0
0
8年
に
出
版

さ
れ
、
中
国
小
説
学
会
の
最
優

秀
作
品
に
も
選
ば
れ
た
。

中
国
国
内
で
話
題
作
を
多
数

手
が
け
る
大
連

市
の
制
作
会
社

な
ど
が
ド
ラ
マ

化
し
、

09年
10

F

も
ヽ^
く、、

月
末
、
浙
江
省

で
最
初
に
放
映
さ
れ
、
高
視
聴

率
を
記
録
。
そ
の
後
、

40以
上
の

放
送
局
で
放
映
さ
れ
て
い
る
。

中
国
で
は
こ
こ
数
年
、
日
本

を
侵
略
国
と
し
て
描
い
た
戦
争

ド
ラ
マ
が
多
数
制
作
さ
れ
、
中

国
の
愛
国
主
義
教
育
に
も
利
用

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、

「
小
娯
多
鶴
」
は
、
一
般
の
日
本

人
を
戦
争
被
害
者
と
い
う
立
場

か
ら
描
く
こ
と
で
、
視
聴
者
に

対
日
意
識
を
見
直
す
機
会
を
与

え
て
い
る
、
と
の
指
摘
も
あ
る
。

ネ
ッ
ト
上
に
書
き
込
ま
れ
た

ド
ラ
マ
の
感
想
に
は
、
「
戦
争

は
中
日
双
方
の
国
民
に
害
を
も

た
ら
し
て
い
た
」
な
ど
と
共
感

を
寄
せ
る
声
も
多
い
。



����

日本に残留し定住したある中国人

～在日華僑・韓慶愈が生きた「もう一つの昭和史」～ 第6回

大類善啓

《前回までの粗筋》 新中国の誕生は、華僑たちの帰国熱を促し、韓も 19 5 3年第 1

回の帰国船に学生代表として中国に行き、天津で摩承志に面会した。その時摩は、韓に中

国に帰国せず「日本に残り、華僑向けの新聞を出せ」と指示。日本に戻った韓は、『大地報』

という新聞を創刊した。日中関係は徐々に発展、韓は通訳などでも大活躍。 1 9 7 0年に

は晶中し、祈しい中国を見る。文化大革命の時期は、日本にいる華僑とはいえ様々な間題

にぶつかった。その混乱のなか、中国にとって必要なのは日本の先進的な科学技術や工業

技術ではないかと思い、『日本j__業技術』という雑誌の刊行を思いつく。横やりも入ったが

なんとか発行にこぎつけた。イデオロギーや思想ではなく、現実を見ていこうという動き

がやっと芽生えてきた。

42 日本の左翼とは一線を画す

今回は少しばかり時間を戻し、日本の戦後状況を韓慶愈がどう思い、どのように関って

きたのか、今までやや書ききれていなかった部分を補っていきたい。

1 9 4 9年、新中国が激しい国共内戦を経て成立した。中国共産党の勝利という現実は、

日本にも少なからず大きな影響を与えた。とりわけ左翼運動に対する影聾は大きかった。

しかし、世界の共産主義運動の中心はまだ、ソ連が主導的な役割を果たしていた。そのソ

連の絶対的な指導者だったスターリンが 19 5 3年に死亡した。留日（在日）中国学生会

の主席をしていた韓は、東京港区の狸穴にあったソ連代表部に弔問に出かけた。左翼の中

では、スターリンがまだ神様のように思われていた時代である。韓にも、スターリンはや

はり、絶対的な存在に映っていた。

日本共産党は、新中国の影響もあったのか、激しい戦術を展開していた。その一つが山

村I作隊だ。毛沢東の中国共産党が農村を拠点としているのに倣い、武装闘争を志向した

のだ。韓が在籍した東京工業大学の同級生の中にも、大学を中退して山村工作隊に入った

人もいた。知り合いではない。韓はとりたてて共鳴するわけでもなく、「中退などしなくて

卒業してからでも間に合うのに。惜しいことをしたな」と思った程度だった。

1 9 5 4年10月、李徳全を団長とする初の訪日代表団「中国紅十字会代表団」の副団

長として来Hした摩承志は、華価たち600名ほどが集まった東京での歓迎会の席上、「留

日華僑の基本的態度」という挨拶を行った。その中で、華僑の基本的態度は、①外国の政

治間題には絶対関らないこと。②お互いに団結して助け合うこと。③外国の風俗、習慣に

なじみ、その国の法律をよく守ること。④外国の長所をよく学び知識を豊富にすること、

と語った。ごの時の挨拶は、出席した華僑たちに深い感銘を与え、多くの教訓を残した。
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また神戸の歓迎僑民大会でも「堆僑は現地の政治問題に介入しないことが大切です。こ

のことに違った意見をもつ人があるかもしれませんが、こういう態度でやってはじめて、

現地の住民と友好的にやっていけるのではないでしょうか」と語っている。

こういう考えは、韓の頭にも十分入っていたから、日本の左翼運動に対しても、とりわ

け深入りすることはなかった。摩承志が来日する 1年前にも、内々に党（日本共産党）か

ら離れるように言われていた。

1 9 5 5年、日本共産党は党大会で、山村工作隊などの過激な戦術を取った路線を、極

左冒険主義として総括し、より大衆に密着するように路線を転換した。

こういった日本共産党の動きには、無関心といってもいいほど問題意識もなく、韓に言

わせればそれは、「雲の上の話」だった。

しかし、山村工作隊の活動と称して、 5、6人のグループで、米軍の立川基地周辺や砂

川地域を勉強の為に歩いた。基地周辺の朝鮮人の家に行って、犬の肉をご馳走になり歓待

されたこともあったという。当時の H本共産党中央は、在H朝鮮人や在日華僑を日本での

「少数民族」として位置づけていたので、同じ「少数民族」である朝鮮人とも一緒に活動

した。華僑と朝鮮人とは、お互いに教えたり教えられたりする関係だったのだ。

43 徐々に大陸派と台湾派に分かれた華僑たち

1 9 4 9年の新中国成立前後は、読書会と称して同志たちが集まり、華僑の団結と組織

を強化するような活動をした。読書会という名前をつけたが、改めてテキストを決めて勉

強するわけではない。 1 0人ほどの仲間が集まり、華僑の愛国団結の強化や国民党に対す

る戦い、台湾の解放を目指すような勉強会である。

華僑総会の理事選挙では、国民党に近い人、いわゆる台湾派ではなく、中国共産党に近

い仲間を理事に出すように運動をした。現在は、中国大陸を支持する華僑と台湾を支持す

る華僑たちはそれぞれ別々に華僑総会を作っているが、当時はまだ華僑総会も二つに分か

れてはいなかった。

商売人が多かった華僑は、理事の選挙といっても問題意識は希薄だ。何のための選挙な

のか、その意味をつかめていなかった。そういう点では、「日本人よりは遅れていた」と韓

は認識していた。選挙とは何のか、そんな問題意識を植え付ける。組織意識も弱かった。

そこで、まず組織意識をもってもらい、進歩的な人に理事になってもらうように活動をす

るのだった。

また、気心が通じている人に理事になってもらうべく、その人にみんなの前で演説をや

ってもらったり、票を集めたりして工作する。今度の理事選挙は大事だからあの人を選ぼ

う。あの人は、みんなのことを考えているからといって選挙活動をするのだ。

台湾省や、東北などの北省とか、各省でまとめて候補者を出すようにもしていった。徐々

に智慧がついてきて、選挙の前には、北省なら北省で適当な人数に絞り込んで送り込むと

いうふうにしていった。当然、各省から理事が推薦されて選ばれていく。それ以外は、一

般の会員から理事を選んでいく。大会には会員が 1,000人、多い時は 1,500人も集ま

ってくる。そのために豊島公会堂や共立講堂、あるいは読売ホールや文京公会堂などを借

りて大会を開催し、 50人から 60人ほどの理事を選挙するのだ。
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44 歌と踊りで結束

華僑といっても、日本社会でどっぷりと生話していると中国人意識も希薄になり、日本

に没入してしまう。そのため韓たちは、勉強会を通して、中国人として自覚や意識をもた

せようとした。

当時はまだ訪中する人がとても珍しかった時代である。そんな時代に訪中した日本人を

呼んで講演会を開催し話を聞く。新しい中国の変容ぶりを直に見た人から話を聞くのは、

大きな収穫だった。

ともすれば日本語で会話するばかりで、中国語も忘れがちな華僑たちである。 ］加の華

僑などは、はなから中国語も話せない。そういう中で、「国語（中国語）を学ぼう」と仲間

に呼びかける。こういう活動をする場合、民族意識をもつ手本として朝鮮青年同盟があっ

た。朝鮮大学校を訪ねては、実際に民族教育をどのように行っているかを視察に行ったこ

ともある。

横浜の華僑学校にも行き、中国の民族教育を実際に見て、民族慈識をもつにはどうすれ

ばいいかを仲間と検討した。そうして生まれたのが、中国の歌を広める音楽活動だった。

中国の歌を翻訳し中国語の歌を唄ったりした。「草原情歌」の日本語訳もそんな中から生ま

れた。ガリ版刷りで歌集を 6集まで作った。最初は、中国人だけでやっていたが、後にな

ってl1本人で歌の好きな人が集まってきた。

華僑総会とか学生会の会議室に 20近い人が集まり、「東京一北京」などの歌を唄う。

中央合唱団ともつながりが出来て、団員が後楽寮に教えに来るようになった。指揮者も出

てくるようになった。勇ましい歌あり、叙情の歌がありと多彩だった。中国の歌が好きな

日本の若者も一緒に合唱をするようになり、それが「中国音楽研究会」に発展した。

文化大革命の時代は、「北京の金の山」「大海を行くには舵手に頼る」「東方紅」「労働者

には力あり」「団結は力なり」「東の空は明るい」など、毛沢東を讃える歌などを集まって

唄うのだ

中国の踊りを習うことも、長く続いた一つだ。洗濯の踊りや秩歌（ヤングゥと発音する）

という歌で踊るのだ。秩歌とは、農民の田植えの歌である。韓に言わせると、日本の盆踊

りみたいなものだという。たまたま手元にあった学研の新版「漢字源」を開いて、く秩＞

を引けば、ちゃんと出ていたのには驚いた。もと中国農村の田植え歌とあり、その後く今

では歌と踊りで構成された、フォークダンスのような民族芸術となった＞と説明されてい

る。

抗 H戦争や国民党との解放戦争の時は、いたるところで踊られたという。＜秋＞には、

採り入れや苗を植え付けるという意味がある。解放軍が村に入って行くと、秩歌で歓迎さ

れ迎えられるのだ。というのも、解放軍の主体が農民だったということである。韓は、「今

でも踊れる」というので見せてもらったが、いたって簡単な踊りだ。農村で苗を植え、刈

り取りをする格好を踊りにしたものだ。「田舎の踊りだよ」と韓はいう。それでも華僑たち

の集まりを岸稲田大学の大隈講堂でやり、日本で初めて披露したそうである。 19 5 1年

のことだ。「私が振付けたんだが、歴史的なものだと思う」と、やや得意そうにいうのだっ

た。

この単純な踊りも、解放前と後ではリズムが違うらしい。解放前と違って、解放後はみ
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んな喜んで自然発生的に踊りだすという。新中国では、秩歌隊として文化工作隊の一つと

して、赤や青の派手な帯をしめて踊り歌い、各機関が国慶節などに街で練り歩くのだ。と

りわけ秩歌は、旧正月に必ず踊るらしい。北京などの都市でも、秩歌で解放軍を迎えたと

いう。農民が主体である解放軍を歓迎するには大変良かったようだ。

45 映画「白毛女」に感動

踊りも南の方へ行くと茶摘みの踊りがある。韓はそんな踊りも、華僑の青年たちに教え

た。若かったこともあるだろう。みんなから「韓さん、踊ってよ」といわれると、見様見

まねでやり華僑青年が踊る。そんな日が続いた。社交ダンスも盛んだった。華僑青年が住

む後楽寮には、毎週土曜日にアコーディオンを引く楽団が来てダンスパーティだ。

当時はテレビもなく、みんな娯楽に餓えている。ダンスパーティがあると聞きつけて、

近所から娘さんや勤め人が来る。パーティは常時、 4、50人が集まった。多い時はもっ

と増える。当時のお金で70円とか10 0円の会費だ。そんなパーティが縁で、留学生で

日本人と結ばれた者もいた。

大学でも社交ダンスが流行っていた。当時は、ちゃんと踊れる人がパーティになるとや

って来て、ダンスを教えてくれるのだ。 トロットとかタンゴとかワルツとかを踊る。今と

違って韓も若い。「体も軽かったから、大いにダンスを楽しんだ」。そんな時代だ。

秩歌、茶摘み踊り、洗濯踊り、チベットの女性だけがやる踊りなどを、映像を見せて踊

る。歌舞団が踊ったのを見て、真似て国慶節の記念集会でのアトラクションなどで披露す

るのだ。合唱や華僑青年の踊りなどで、 1時間から 1時間半の時間がもてるぐらいのレパ

ートリーができるほどだった。そういう活動を通して華僑の青年活動を広げていったのだ。

映画の鑑賞会も盛んにやった。映画を見ながらナレーターもやった。当時見た映画で今

でも記憶に残っているのが、「ぶどうの実る頃」や「淮河の水利工事」「白毛女」などであ

る。 16ミリの映写機をかついで、中国から寄贈されたこれらの映画を仙台や神戸に出かけ

て上映したこともある。映画を見せながらナレーションを入れてやるのだ。青年会から活

動費をもらったり、カンパしてもらったりして、お声がかかれば日中友好協会の集会をは

じめ、どこへでも行くのだ。

新中国の情報が乏しい時代である。「白毛女」を見て、「感動しました」と握手を求めて

きた13本人もいた。

46 変化する「中国人意識」

これらの新しい中国映画を見て、中国の新しさを実感するのだった。映画を観て韓は、「そ

れまでの中国の人間と人間関係の有り様が違う」と思ったというが、具体的にそれはどう

いうことを意味するのだろう。その点を詳しく聞いた。

韓は、留学生として日本にやって来た。

「旧満洲国時代の僕らは、く中国人としての意識＞で何かやるということはできないわ

けです。日本人の言いなりにならざるを得ない。戦争が終わるまではそうだった。日本の

政府は、日本のために働くような人材にさせるために留学生として連れて来て教育した。

日本政府は、我々を一応大事にしてくれる。しかし本意は違う。将来は日本のために働く

青年幹部という方針ですよ。
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戦争中、日本の若い人たちは兵隊になることが目標だという人が多かった。もっと具体

的にいえば、悔軍兵学校に行くとか陸軍士官学校を受けるとかが、中学生のみんなの噴み

だった。そんな日本人に自分も影響を受けるわけだ。しかし、く俺は日本人ではない、中

国人だ。中国を良くするためには、中国の兵隊にならないのはいかんな＞と思うわけです。

愛国的な風潮に煽られて、兵隊になる方法はないのかと思ったりするんだ。＜日本人が自

分の国を愛して、戦争にはせ参じる＞のと同じような意識で目分たちも、く兵隊になって

国を建て直すんだ＞という気持ちになる。それは、日本の侵略者を中国から追い出すとい

う考えですよ。言ってみればそれは、屈折しながらも日本で教育された影聾だと思う」、と

韓は言う。

そうして、中国人としてどうしたらいいかを考える。時にはこんな考えが浮かんだりす

るのだ。“重慶へ行けるかな’'。「里慶は抗戦の地でしょう。当時は延安の共産党なんて、頭

にはなかったよ」

「共産党ば怖い」というイメージを、韓は根強く持っていた。旧満洲での日本の宜伝の

影酔である。「赤い熊」という漫画を描いて、これが共産主義だ、これは怖いぞという宣伝

だ。まだ中学にも行かない韓は、狼とか赤い熊が口を開けて、いかにも自分を呑み込むよ

うな漫画である。日本の関東軍はこうやって共産党の恐怖心を煽っていたのだ。

47 呉学文との出会い

後年、呉学文という存在を知る。日本の陸軍士官学校を卒業したエリート中のエリート

だった呉学文は、卒業後帰国し満洲国軍に編入され、少尉に任官される。軍務に服するが

そのまま満洲国軍に留まることを善しとせず、敢えて危険な道を選んで、抗Hの闘いに邁

進している国民党に行った。しかし徐々に囚民党の限界に気づき、共産党に移ったのだっ

た。

戦後もだいぶ経ってから、韓は呉学文の手記を読んだ。

「彼は日本軍の軍服を着て、北瓜からとぼとぼ歩いて河南省まで行さ、 H本の影響区域

を潜り抜けて、国民党の陣地にたどり着くんですよ。彼の文章を読んで感動したね。＜自

分の考えで自分の国を良くしよう＞という意識が湧いてくる。留学生だった当時、呉学文

の行動を知っていたら、全く同感しただろうね」

呉学文は、李徳全を団長とする最初の中国訪日団に随員としてやって来た。 2回日の貿

易代表団の記者グループにも入っていた。訪n団の通訳をやっていた韓は呉学文と親しく

なり、今でも先載として交流をする仲である。

「日本の中学校で、中国から留学生たちが寄り集まった時、いやぁ我々も中国人として

戦争で日本軍と戦うということができればな、と思った。日本で教育を受ければ受けるほ

ど、自分の祖国はどうだろうか考える。日本の侵略を受けていると思うと、一人の中国人

としてどういうふうに愛国の行動を取るか。一つは呉学文さんのような考え方に到着する

でしょうね。もう少し先進的というか左翼にいけば、＜延安＞ということになるでしょう。

延安に惹かれていく。孫平化がそうでしょ。呉学文は国民党に行き、その後く共産党でな

きゃいけない＞となったわけです。ぼくが当時もうすこし大人で、それだけの行動力があ

ったなら、たぶん重慶の方だったろう。共産党は日本の宣伝の影曹で怖かったもの」と語

る韓だった。
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48 作られた「共産党は怖い」というイメージ

その「怖い」というイメージも、解放戦争で予想もしなかった共産党が徐々に国民党に

勝ってきたことと、さまざまな情報を得て旧い共産党観が崩れていき、共産党も怖くない

と思うようになってきた。

その上、戦後は中国の共産党から留学生への救援金が送られてきた。韓は、これには驚

いた。香港ドルや英国のポンドで送られてきたという。

日本軍が中国から略奪した繊維類が新潟にあるとわかり、学生会のトップとして、国民

党の代表団に押しかけて要求したこともあった。生活がやっていけない終戦直後は、日本

の外務省から留学生は月 500円をもらったりしたこともあった。

以前書いたように日本の敗戦前は、韓は満洲国の大使館から奨学金をもらっていたので

問題はなかったが、日本が負けてからは困った。 1 9 4 6年（昭和21年）の春ごろ、新

円の切り替えが始まった。 1 0 0円しか切り替えられないのだ。

正統政府である国民党に生活改善を要求したが、いい結果を得られなかった。しかし中

国共産党は、貧しい留学生に学費を援助しようと中国から同学会に事実、お金を送ってき

たのだ。

1 9 5 2年頃、各自月 6千円もらったという。韓たちは、それぞれの学生の家に行き、

本当に困っているかどうかを調査した。時代は朝鮮戦争中である。中国は「国」として今

のようにお金があったわけではない。そんな状況下でも貧しい留学生に新中国は、学費を

援助した。多くの中国人学生たちは新中国に惹かれていった。

1 9 5 3年、韓が学生代表として帰国者たちを率いて送るために一時帰国した時、この

ことを中国側に報告した。「自慢じゃないけど、留学生の所に足で歩いて行き、彼らの実情

を見て、学生たちに金を渡してきたのだ」と堂々と報告した。こういう運動をして、大陸

出身者や台湾出身者に関らず、何万ドルかの金を貧しい留学生の奨学金として渡してきた

のだ。韓は、翻訳や通訳などのアルバイトがあったので貰わずにきた。

49 寛大な解放軍精神

1 9 5 3年は、日赤などの協力で中国から日本人の引揚げ業務が再開された年だった。

中国共産党に「洗脳された人々」として、一部は公安に警戒された。そんな中国帰りの日

本人と韓たちは、盛んに交流した。しかし、中国から帰国した人々は、韓から見ると中国

のいいことばかり言う人たちが多かったように思えた。それが、「蚊もいない蝿もいない清

潔な中国」だという言葉だ。中国にいろいろ恩恵を受けていたから、今にして思えば、そ

うそう悪いことを言えない状況かとも思った。しかしその時は本当に素睛らしい国になっ

たのだと思った。華僑の帰国運動が更に高まった。

撫順収容所に収容されていた戦犯たちも起訴免除され、釈放され帰国してきた。中国共

産党の実に寛大な処置の結果である。国民党は800万という兵隊がいたが、結果的に 2

00万足らずの兵隊しかいなかった共産党に敗北した。中国共産党が勝利したそのキーポ

イントが、この寛大な精神だった。

国民党の兵隊が逃亡し、共産党に投降する。その時も共産党は、殺さずに寛大な処置を

する。解放軍に参加しない兵士には、旅費を与えて自分の故郷に帰すのだ。相手を殺さず

に帰す。このような共産党の寛大な政策を、戦犯にも応用したのだった。
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まず罪業を自白させ、罪意識を悔い改めて帰す。最終的には、将軍も兵卒も中国の寛大

な政策に感動し、帰国後日中友好運動に参加していったのだ。

「満洲国」の皇帝も殺されることなく、許されて一市民として生活するようにできた。

中国の歴史を見ればわかるが、倒された王朝は、皇帝の一族郎党、九親等まで殺されるの

が通例である。このような寛大な精神をもつ共産党を見て、続々と国民党の偉い軍人まで

が共産党の方にきた。

韓は、このような今までの中国の歴史にない、国民党から毛沢東、周恩来率いる中国共

産党へ入ってきた人たちを「大地報」でよく載せた。集団で共産党へ移ってきた人もいた。

蒋介石の直々の親衛隊も共産党にきて勝利に繋がったのだ。

50 中国帰りの日本人たちとの出会い

中国共産党を信じるのと同じように、韓は日本共産党を信じていた。 19 5 8年、当時

の全学連の指導者たちが、日本共産党と決別し、新たな前衛党にすべく共産主義者同盟（ブ

ンド）を結成したが、韓はその事実を知らなかった。前述ように「関心はなかった」のだ

しかし、大地報という華僑向け新聞の責任者として、 19 5 8年の中国の「大躍進」の

報道には全力を尽くした。

新華社やアジア通信、中国から中国語で流れてくる中央放送局のラジオ放送、香港の大

公報、文雁報などがニュースソースだった。中国新聞社の香港支社から配信されてくる記録

を優秀な女性が拾い、また同じ中国新聞社のラジオ放送から流れるニュース「記録新聞を

より早く聞くために、性能のいいアンテナを張った。

訪中した日本人からも、いろんな報告会で新しい中国事情を聞く。そこではしばしば、

古い中国との比較で現在の中国が語られるのが通例だった。韓は、古い中国と比較すれば

進歩は著しいが、日本と比較してどうなのか。過去の歴史から見れば素晴らしいけど 世

界的なレベルから見なければいけないのに、と思ったりした。

「大躍進」の報道に接すると、素晴らしいと思いつつ、「 15年経てばイギリスを追い越

す」という言説には疑問に思った。そんなに簡単じゃないと思いつつも、そういうスロー

ガンが出てくると、「すごいな」と思う一面もある。鉄の製造の精錬運動には、これからの

中国の意識を変えていくんだなと思っていた。しかし、現実は2、3年後に失敗したこと

が判明した。

その結果、毛沢東は劉少奇に国家主席を譲った。危機感をもった毛は、劉少奇を打倒し

ようと行動を起こす。文化大革命が始まる契機になるのだった。

1 9 6 0年の安保闘争の時、韓はどうだっただろう。

反安保闘争は、直接的には日本の問題だ。内政干渉はしないという方針である。しかし、

アイゼンハワー大統領が訪日する際、「台湾へ行く」という情報が入った。台湾ということ

になると、華僑たちにとっては中国の問題である。直ちに、「アイゼンハワーの台湾行き反

対」というスローガンを掲げて、何百人かを動員して、「アイクの台湾訪問反対」というプ

ラカードを持ち、老華僑は旗をもってアメリカ大使館までデモ行進をした。そんな老華僑

を撮った韓の写真が、華僑の写真コンクールで賞を取ったこともあった。（次号続く）
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映画「嗚呼満蒙開拓団」のロケ地

中国・日本人公墓への旅 (2010)

■ 日程 6月23日（水） 新潟空港ロビーに集合 1 0 : 0 0 

1 2 : 1 5 空港発 (CZ6 1 6便）

ハルピン空港着 1 3 : 4 0 

宿泊＝シャングリラ（香格里拉）ホテル

6月24日（木） 貸し切りバスで方正へ（高速道・約 2時間半）

方正県政府表敬訪問、墓参と H中交流

宿泊＝姦藉大酒店

25日（金） ゆかりの地（伊漢通開拓団跡地ほか）訪問

貸し切りバスでハルピンヘ

宿泊＝シャングリラ（香格里拉）ホテル

2 6日（七） ハルピン市内見学（太陽島、 73 1細菌部隊記念館）買い物

宿泊＝シャングリラ（香格里拉）ホテル

2 7日 (H) ハルピン空港発 (CZ6 1 5便） 9:50 

新潟空港着 1 3 : 0 0 

空港ロビーで解散

＊ 時間は現地時間、中国は日本の 1時間遅れ

■ 定員 1 5名

■ 会費 150, 000円（シングルの宿泊ご希望の場合は差額 10, 500円プラス。集

合、解散の新潟空港までの交通費はふくまれていません）

■ 申込み 5月20日までに下記・奥村までお申し込みください。なおその折、パスポート
（顔写真のページ）を下記のファックスヘお送りください。

■ ご送金ほか
①〔会費の払い込み〕振込用紙をお送りしますので5月31日までに指定の口座へ

お振込みください。

② 旅行にかかわる保険料は含まれていません。保険は空港でもできます。

東京→新潟（新幹線、片道 10,470円、高速バス片道5, 2 5 0円）新潟駅

→空港、バス 350円、約 30分間隔で運行。

③ その他、お問い合わせはお気軽に下記へどうぞ。

方正友好交流の会

〒101-0052 東京都千代田区神田小川町3-6

（社）日中科学技術センター内

電話 03-3295-0411 

■方正旅行の間い合わせ： 奥村正雄
電話 043-272-9995 

FAX 043-272-0214 



����

第3回近現代の歴史検証と北東アジアの未来を展望する旅

ハイラル、ノモンハン、チチハル、方正を訪ねる旅ー一

H程 8月 19日（木） 成田発 (CA926) 15:15 

北京着 1 8 : 1 0 

8月2O H （金） 北京発 (CA1131) 7:30 

ハイラル着 終日：モンゴルとの国境の村ノモンハンヘ ラマ

教寺院の街、旧日本軍の最前線基地カンジュル廟

旧日本軍の要塞跡、ノモンハン村の戦争遺跡陳列館

の見学

8月21 H （土） カンジュル発 午前 カンジュルよりハイラルに戻る ハイラ

ル市内見学、旧関東軍北山要塞跡、ハイラル神社、

伊敏河断橋（ソ連軍爆撃跡）

ハイラル発 夜行列車 (1等）でチチハルヘ

8月22日（日） チチハル着早朝 終H：チチハル市内及び郊外視察

開拓団本部跡、関東軍陸軍病院跡、 516細菌部隊

跡、郊外の開拓団部落跡（廿南県、龍江県など）

8月23日（月） チチハル 終日：チチハル市内視察清真寺（イスラムのモ

スク）、旧日本時代の満鉄駅舎、満鉄病院、満鉄社

宅、宮前小学校、永安大街など

8月24 H （火） チチハル発 チチハル札竜（ザーロン）自然保設区・丹頂鶴見

学、午後：大慶へ、油田博物館、鉄人記念館見学

その後ハルピンヘ

8月25日（水） ハルヒ°ン発 終H：方正日本人公墓参拝、人民政府訪間、革命

烈士記念碑など（この日、自由行動可）

8月26日（木） ハルピン発 8 : 4 0 (CA 1640) 

北京着 1 0 : 3 0 

北京発 1 3 : 2 5 

成田着 1 8 : 0 0 

定員 2 5名

費用 265,000円

申込み 7月20日まで。ご関心のある方は、詳細の日程、申込書などを送付します。

下記までにお間い合わせください。

主催：社団法人日中科学技術文化センター、方正友好交流の会

担当：大類善啓 TEL:03-3295-0411 FAX:03-3295-0400 

Email : ohrui@jcst.or.jp 
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ほうまさ

方正日本人公墓が私たちに問いかけるもの

ー「方正友好交流の会」へのお誘い一—-

1945年の夏、ソ連参戦と続く日本の敗戦は、旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、 真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えました。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のもとまでいき、中国政府よって「方正地区日本人公墓」が建立されました。中国

ではまだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人開

拓民たちのおよそ4500人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、 400数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も 1984年に建立され、この方正の地にあります）

この公墓の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。「愛国主義」ではなく、国際的な友愛精

神、国際主義的な精神を広めていこうと設立したのが「方正友好交流の会」です。当会の

前身は 19 9 3年に設立され、 2005年6月に再発足し、日中友好の原点の地ともいう

べき「方正」に光を当てたいと活動しております。

個人会員 ーロ 1,000円 団体・法人会員 ーロ 10,000円

（口数は最低ーロ、上限はありません）

方正友好交流の会

101-0052 東京都千代田区神田小川町3-6 （社）日中科学技術文化センター内

電話 03-3295-0411 FAX 03-3295-0400 E-mail: ohrui@jcst.or.jp 

郵便振替口座番号 00130-5-426643 加入者名 方正友好交流の会

HPアドレス： http:/www.houmasa.com/ 
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書籍案内

方正友好交流の会が編集した本と会員及び関係著書をご紹介します。

＊ 『風雪に耐えた「中国の日本人公墓」ーハルビン市方正県物語一』

方正友好交流の会編著

日本人公墓建立までの経緯などを王鳳山と奥村正雄が、中国養父母公募を自力で建吃した

遠藤勇さんの半生を大副敬二郎が、方正県住民の家に住み込み、全力で稲作指導に邁進し

「日中友好水稲王」といわれた藤原長作さんの•生と、敗戦後八路軍に入り帰国後、日中

友好運動や麻山事件の犠竹者の公墓建立で活躍された金丸「等さんの半生を大類善啓が執

筆。また「方正友好交流の会」を成立以前から支えた人々の府談会を牧野史敬が司会進し

た記録などが収録されている。定価 1500円。（事務局に残部あり）

＊『中国残留日本人という経験 「満洲」と日本を問い続けて』 蘭信三編

本書は、中国残留日本人の多彩な経験を通して、現代の日本を問い、「満洲」とは何だった

のかを総括する。いわば中国残留H本人研究の総決算ともいえる 600頁を超える大部の書

だ。会員の南誠さんが『想像される「残留日本人」一固民をめぐる包摂と排除』を、同じく猪

股祐介さんが『満洲農業移民から中国残留日本人へ』というタイトルで論文を書いている。

勉誠出版昧電話03-5215-9021定価 8000円（税別）

＊ 『風雪に耐えて咲く寒梅のように 二つの祖国の狭間に生きて』

可児カ一郎著

著者は、旧満州へ入植してから 17年ほどの中国での残留生活を経て帰国するまでの記憶

を綴ろうと、慣れない日本語と苫闘しながら、 2003年本書を書き上げた。著者宛てに直接

申し込んでいただきたい。〒399-5303 長野県木曽郡木曾町田立12 2 3 可児カ一郎

（かに・りきいちろう）定価 1700円。電話 0573-75-4755 FAX 0573-75-4557 

＊ 『満州開拓民悲史一碑が、士塊が、語りかける』 高橋健男著

満州開拓民に何が起こったのか？ 中国残留孤児はなぜ生まれたのか？ 国策に翻弄さ

れ、満州開拓の果てに斃れた受難の民への鎮魂を込めて、方正に集結した避難民、佐渡開

拓民跡事件の殉難者たちを初めて総体的に検証する。方正を知るためには格好の書。希望

者は書店あるいは直接発行元へ。批評社03・3813-6344定価 3000円（税別）

<報告> ありがとうございました

前号の会報9号発行後、カンパをお寄せいただいた方、また新たに会員になられた方々

のお名前を以下に記して感謝の慈をお伝えします。ありがとうございました。（敬称略、受
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付けた順に記載しました。 20 1 0年4月19日現在）

大崎やま子窪田かつよ 貞平浩篠崎務丹藤佳紀森田恭子青木孝皆川純麿

山田陽子宮腰直子阿久津国秀岩噌弘三武吉次朗鈴木敏夫小畑正子小池健治

斉藤正小関光二瀧亀久男望月迪洋山内良子吉岡稔山下くに宮下春男山田

弘子（越谷市）中島紀子篠田欽次辻庸子秋葉二郎塩谷建山下美子甘利真美田

中寅星浩一樗沢仁宮下元嗣金子彰石原政子魚崎宏丹保洋子福久一枝芹

沢昇雄土川克広杉田春恵高木涼子網代正孝石田和久木村美智子馬場永子

小栗勝則大島満吉伊原忠津久井洋鵜沢弘伊佐昭紀井出孫六大場武男岸陽

子伊藤州ー小島正憲榎本晴夫奥村勉高嶋正文名井佳子野中酉夫財団法人

兵庫県海外同友会師岡武男 白西紳一郎金丸千尋南哲夫高橋増江遠藤勇高橋

健男吉川雄作播頴楠田中ケイ子吉安蓉子水城可今村隆一小木謙助中丸巖

伊藤健一雀鳳義雀岩齋藤寅古賀勇一堀江はつ長谷部照夫及川康年照山真

木子栗原貞子伊東行子飯田喜三郎酒井武史青柳幸司石井敏夫関本嘉明阿

部慶一吉原和子南川久百崎進鳥島せい子可児カ一郎南雲英雄佐藤千栄子

鈴木俊作谷口誠湊谷節子駒ヶ嶺法子田村障奥村誠丸野公平山田寿子黒岩

満喜名取敬和川内カチェ金子静子望月信隆常住三千代上条八郎新石侑久

吉川孝人山田敬三末広一郎三上智恵子村山綾子竹井成範

く編集後記＞

昨年、岩波ホールで上映が始まった『鳴呼 満蒙開拓団』は今でも全国で、主に自主上

映会という形で上映され、多くの人たちの感動を呼んでいる。こういう映画を自主的に見

ようとする動きがある限り、まだまだ日本も捨てたものではない、と思ってしまう。しか

し、そんな考えは廿いのかもしれない。マスメディアがひとたびある論調を張り出すと、

人々が一斉になびく風潮は、昔も今もそう変わりがないからだ。その証拠といえば、つい

最近まで吹き荒れた検察の小沢潰しと、それに同調するかのような、マスメディアの激し

い小沢批判を挙げることができるだろう。

先日もある友人がこんな話をした。台湾が戒厳令下にあった頃「台湾の政治犯を救う会」

の有カメンバーであった彼が、かつて新聞記者に、日曜日の集会にぜひ取材をと電話をか

けたら、記者が「日曜日だと誰も出席しないよ」と言って嫌がり、取材をしなかったとい

う思い出だ。好きで新聞記者をやるのではなく、給料が高いから新聞社に入るようになっ

てから、記者も本当にダメになったねぇと彼は嘆くのだ。

が一方、東京地検を実証的に批判する記事を連載した『週刊朝日』が爆発的に売れたとい

う事実もある。インターネットや投書、ゲリラ的に小冊子を発行するなど、大メディアでな

くても出来ることはある。そういう思いでこの会報を発行し続けていきたいと思う。（大類）

<表紙写真撮影・師岡武男>

『星火方正～燎原の火は方正から～』（第 10号） 2010年5月 10日発行

発行：方正友好交流の会編集人：大類善啓 Email: ohrui@jcst.or.jp 

〒101-0052 東京都千代田区神田小川町3-6 日本分譲住宅会館 4F

（社）日中科学技術文化センター内 電話： 03-3295-0411 FAX: 03-3295-0400 

郵便振替口座番号 00130-5-426643 加入者名 方正友好交流の会

HPアドレス： http:/www.houmasa.com/
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